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	バイオ分離のプラットフォームとしての利用
	PEGM-SPMとProteinの反応
	NH
	1. 通液（1.0 mg/mL）
	2. カラム端をシーリング　
	3. 40 ℃ for 24 h
	Protein-SPM充填カラム

	H N
	OH
	表面のエポキシ基はタンパク質と結合する他に、種々の官能基に変更可能です。


	Protein A固定化スポンジモノリスカラムによる高速アフィニティー分離
	Pepsin固定化-SPMカラムによりオンライン消化の例
	PEGM-SPMに消化酵素であるペプシンを固定化すると、HPLCのインジェクターから注入した抗体タンパクをカラム中でペプチド断片に消化することができます。モノリスの大きな貫通孔により、溶液中で消化を行った場合に相当するペプチド断片が検出されています。


	SPM HPLCカラム
	EPH-4630-10T

	SPM固相抽出カートリッジカラム
	材料
	個数
	10
	50
	PEGM
	EVA
	シリンジタイプ ・3 mL
	SP3M-EP-10T

	タンパク固定化操作の例
	Protein A固定化・アフィニティーカラム
	Protocol



